
 皆さん、おはようございます。校長の佐久間です。早いもので、間もなく令和５年が終

わろうとしています。皆さんは、充実した１年を過ごすことができたでしょうか。 

 明日から冬休みとなりますが、これから共通テストなど、一般受験にチャレンジする３

年生は、志望校合格を目指し、受験勉強を頑張りましょう。また、赤点をとるなど、成績

不振者となってしまった生徒は、補習や課題にしっかり取り組んでください。全員が、卒

業・進級できるよう頑張りましょう。 

 さて、本日も、言葉を紹介します。 

 

 悪い時が過ぎれば、よい時は必ず来る。おしなべて、事を成す人は、必ず時の来るのを

待つ。あせらずあわてず、静かに時の来るのを待つ。時を待つ心は、春を待つ桜の姿とい

えよう。だが何もせずに待つ事は僥倖を待つに等しい。静かに春を待つ桜は、一瞬の休み

もなく力を蓄えている。蓄えられた力がなければ、時が来ても事は成就しないであろう。 

 

 これは、パナソニックの創業者で、「経営の神様」とよばれた松下幸之助さんの言葉で

す。人生は山あり谷ありです。良い時もあれば、悪い時もあります。大きな成果を上げる

ためには、天・地・人の３つを備える必要があるといわれます。つまり、天の時・地の

利・人の和の３つです。人の和は、関係者に働きかけたり、説得したりして、良い方向に

変化させることが可能です。地の利も、良い条件の場所に移動すれば、備えることが可能

です。しかし、天の時を人為的に良い方向に変化させることは、不可能ではないでしょう

か。松下さんが言うように、時を待つ必要があります。ただし、何もしないで時間を浪費

しているだけではだめです。良い時が来るのに備えておく、準備をしておくことが大切で

す。２学期の始業式で、ノートルダム清心女子大学学長の渡辺和子さんの『置かれた場所

で咲きなさい』という著書を紹介しました。この本の中に、次のような文章があります。 

 

 どうしても咲けない時もあります。雨風が強い時。日照り続きで咲けない日。そんな時

には、無理に咲かなくてもいい。その代わりに根を下へ下へと降ろして、根を張るので

す。次に咲く花が、より大きく美しいものとなるために。 

 

松下幸之助さんの言葉に通じる内容です。 

 ところで、皆さんの中には、現在、天の時に恵まれず、成果が上がらないなど、悩んで

いる生徒はいませんか。これまで何度も似たような話をしていますが、様々な課題や悩み

を真正面から全て受け止めるのではなく、「天の時」を待ったり、視点を変えたりしなが

ら柔軟に対応していくようにしましょう。また、解決が困難な課題や悩みについては、ぜ

ひ先生や保護者に相談してください。親身に相談にのっていただけると思います。皆さん

からは出てこないような知恵やヒントが出てくるかもしれないし、相談するだけでも気持

ちが楽になります。身近な人に相談しづらいときは、信頼できる機関に電話等で相談する

こともできます。埼玉県教育委員会が行っている「よい子の電話教育相談」の電話番号

は、♯7300(なやみゼロゼロ)または 0120-86-3192(ハローさいのくに)です。Ｅメールは、

soudan@spec.ed.jpです。LINEでの相談もできます。「SNS相談 埼玉県教委」で検索し、

埼玉県教育委員会のホームページから QRコードを読み取り、「SNS教育相談@埼玉県教委」

を友だち登録の上、相談してください。本日の校長講話の読み原稿は、本校のホームペー

ジの『校長室から「こんにちは」』に掲載しますので、必要な生徒は見てください。 

 結びとなりますが、皆さんが充実した冬休みを過ごし、１月９日（火）に元気に登校す

ることを願っています。以上で話を終わります。 


